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決 算 特 別 委 員 会 委 員 長 報 告 （ 要  旨 ）

■審査にあたり
　予算が関係法令の規定に準拠し適正かつ公正に執行され、期待された行政効果が達成されて
いるか、収入は適正に確保されているか、また財産が適正かつ公正に維持管理されているかな
ど、決算書並びに決算付属資料はもとより、必要に応じ資料の提出と執行部からの詳細説明を
求め、慎重かつ厳正な審査を行いました。
■主な意見の内容
　●議案第59号
　　1�．市税を含む歳入確保については、人口減少に伴う減収傾向のなか、滞納整理などによ

る収納率の向上を図り、債権の確保に努めること。
　　2�．指定管理委託料や団体補助金の支出については、指定管理者や補助対象団体の決算資

料等により運営状況を十分に精査し、委託料や補助金の適正な支出に努めること。
　　3�．道路・河川等の整備事業については、災害に強いまちづくりを進める上で重要な事業

であり、国・県とも連携し、早期に着手するよう努めること。
　　4�．地域公共交通については、高齢者や交通弱者に対する役割を十分に認識した上で、そ

のあり方を検討していくこと。
　　5�．農業振興については、強い農業づくり事業を通じ、若者の定住に結び付く雇用の創出

や、農業従事者の育成に努めること。
　　6�．港湾施設については、老朽化した施設の点検及び機能回復に努め、保全を図ること。
　　7�．公共下水道事業については、事業計画の見直しに伴い、重点地区の選定等、将来のま

ちづくりを見据えた事業を展開すること。
　　8�．行財政運営に当たっては、既存施設のあり方や管理手法を見直すとともに、用途廃止

された施設等の遊休資産について積極的な利活用を図るなど、効率的・効果的な財政運
営に努めること。

　●議案第60号
　　�　専門的知識の継承と技術職員の育成に努め、安全・安心な水の安定供給に活かすこと。

■審査日程
　9月　4日　本会議にて決算特別委員会を設置
　9月　7日　�正副委員長の互選�審査日程・資料要求審議�前年度指摘・意見等への報告、質疑
　9月19日　総務文教委員会関係詳細審査
　　　　　　�総務部、企画振興部、教育委員会、公営企業部（水道）、会計課、選挙管理委員会、

農業委員会、監査委員及び公平委員会関係の一般会計、特別会計
　9月20日　民生都市建設委員会関係詳細審査
　　　　　　市民生活部、福祉部関係の一般会計、特別会計
　9月21日　民生都市建設委員会関係詳細審査
　　　　　　建設部関係の一般会計、特別会計
　9月25日　総括審査　採決

委員長　高重洋介　　副委員長　北元�豊

たけはら市議会だより2018（平成 30）年 11 月� 第 94 号（�2�）
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決 算 特 別 委 員 会 委 員 長 報 告 （ 要  旨 ）

�審査の結果、2議案とも賛成多数により原案認定�
　本委員会は、平成30年第3回定例会初日に、議長、監査委員を除く12名で構成される特別
委員会として設置され、議案第59号「平成29年度竹原市歳入歳出決算認定について」、議案
第60号「平成29年度竹原市水道事業決算認定について」の2議案の付託を受け、9月7日に招
集された委員会において正副委員長を選任し、9月19日から9月25日まで、部ごとの詳細審査
に加え、市長の出席を得ての総括審査を行うなど計5回にわたり委員会を開催しました。
　委員会審査の過程において委員各位から貴重な指摘、要望及び意見が述べられており、これ
らの点を含め今後の行政執行の上で留意され、改善を図られるよう要望すると共に、新年度予
算編成においても十分に反映されることを要請し、決算特別委員会の委員長報告としました。
　詳細については次のとおりです。

♦議案第59号「平成29年度竹原市歳入歳出決算認定について」
　■一般会計
　　◆歳入決算額…123億4,803万6千円　　　◆歳出決算額…122億1,445万9千円
　　　　　　※歳入歳出差引額は1億3,357万7千円の黒字、翌年度へ繰り越すべき財源1,961万9千円
　　　　　　※差し引いた実質収支は、1億1,395万8千円の黒字
　●歳入の主なもの
　・市　　　税　収入済額…38億7,242万5千円（前年度比2.4％の増）
　・地方交付税　収入済額…25億6,451万2千円（前年度比6.3％の減）
　●歳出の主なもの
　・総　務　費／支出済額…13億7,439万2千円（前年度比6.3％の減）
　・農林水産業費／支出済額… 4億3,895万4千円（前年度比48.8％の増）※特産品加工・交流施設整備事業の増加など
　・商　工　費／支出済額… 4億5,309万5千円（前年度比24.5％の減）※土地取得奨励金の減少など
　・消　防　費／支出済額…… 5億202万6千円（前年度比7.7％の減）
　・教　育　費／支出済額…… 12億9,273万円（前年度比15.1％の増）※吉名中学校区小中一貫校施設整備事業の増加など

　・災害復旧費／支出済額……… 3,591万9千円（前年度比77.9％の減）※平成28年6月豪雨災害に対する復旧費の減少による

　■特別会計（6会計）
　　◆歳入決算額…84億9,933万5千円　　◆歳出決算額�83億1,959万3千円

♦議案第60号「平成29年度竹原市水道事業決算認定について」
　●収益的収入及び支出
　　　税込額で収入総額… 10億3,992万7千円
　　　支出総額………………7億5,976万2千円（差引　2億8,016万5千円の当年度利益）
　　　税抜額で収入総額……9億6,642万5千円
　　　支出総額…………………7億566万5千円（差引　2億6,076万円の純利益）
　●資本的収入及び支出
　　　税込額で収入総額……… 5,967万7千円
　　　支出総額………………3億5,938万3千円（差引　2億9,970万6千円の不足）
　　　　　　　　　　　　※�この不足額については、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、

過年度分と当年度分損益勘定留保資金で補填

たけはら市議会だより第 94号（�3�）� 2018（平成 30）年 11 月



平成30年 第3回 定例会 こんなことが決まりました！
議案番号 議案名 議案の概要 付　託

委員会
委員会
採　決

議案
第 57号

竹原市国民健康保険
税条例等の一部を改
正する条例案

災害その他やむを得ない理由により，既定の期限まで
に減免申請書を提出することが困難である場合に，�
提出期限を延長することができるようにするもの

総務 原案
可決

議案
第 58号

竹原市地方活力向上
地域における固定資
産税の不均一課税に
関する条例の一部を
改正する条例案

広島県及び県内市町が共同で策定している地域再
生計画が変更され，事業者の認定期限が延長された
こと等に伴い，必要な規定の整備を行うもの

総務 原案
可決

議案
第 59号

平成29年度竹原市歳
入歳出決算認定につ
いて

地方自治法第233条第3項の規定により，平成29年
度竹原市一般会計及び特別会計の歳入歳出決算に
ついて，議会の認定を求めるもの

決算 原案
認定

議案
第 60号

平成29年度竹原市水
道事業決算認定につ
いて

地方公営企業法第 30条第 4項の規定により，平成
29 年度竹原市水道事業決算について，議会の認定
を求めるもの

決算 原案
認定

議案
第 61号

平成30年度竹原市一般
会計補正予算（第3号） 歳入歳出それぞれ 81,207 千円を増額補正するもの 総務 原案

可決

議案
第 62号

平成30年度竹原市国
民健康保険特別会計
補正予算（第 1号）

歳入歳出それぞれ 1,430 千円を増額補正するもの 民生 原案
可決

議案
第 63号

平成30年度竹原市介
護保険特別会計補正
予算（第 1号）

歳入歳出それぞれ 20,284 千円を増額補正するもの 民生 原案
可決

議案
第 64号

平成30年度竹原市後
期高齢者医療特別会
計補正予算（第 1号）

歳入歳出それぞれ 2,160 千円を増額補正するもの 民生 原案
可決

議案
第 65号

竹原市重度障害者医
療費支給条例及び竹
原市ひとり親家庭等
医療費支給条例の一
部を改正する条例案

災害を受けるなど特別な事情があると市長が認め
た者について，受給資格者認定の際の所得要件を撤
廃するもの

民生 原案
可決

議案
第 66号

平成30年度竹原市一般
会計補正予算（第4号）

歳入歳出それぞれ 1,245,497 千円を増額補正する
もの（災害関連） 総務 原案

可決

議案
第 67号

平成30年度竹原市公
共下水道事業特別会
計補正予算（第 1号）

歳入歳出それぞれ 5,479 千円を増額補正するもの�
（災害関連） 民生 原案

可決

議案
第 68号

平成30年度竹原市水
道事業会計補正予算�
（第 2号）

収益的支出 1，644 千円，資本的収入支出それぞれ
7,250 千円を増額補正するもの（災害関連） 総務 原案

可決

「総務」は総務文教委員会　「民生」は民生都市建設委員会　「決算」は決算特別委員会

たけはら市議会だより2018（平成 30）年 11 月� 第 94 号（�4�）



平成30年 第3回 定例会 こんなことが決まりました！

常
任
委
員
会
の
よ
う
す

《
総
務
文
教
委
員
会
》

９
月
５
日
・
13
日

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
６
議
案

に
つ
い
て
２
日
間
に
わ
た
っ
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
13
日
に
市
長
出
席
の
も
と
開
か
れ

た
一
括
質
疑
で
は
、
平
成
30
年
７
月

豪
雨
災
害
関
連
の
補
正
予
算
で
あ
る

議
案
第
66
号
に
質
疑
が
集
中
し
ま
し

た
。

　
質
疑
で
は
、
復
旧
・
復
興
へ
向
け

た
事
業
の
優
先
順
位
、
今
後
の
本
市

財
政
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
が
問
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
理
事
者
側
よ
り
、

被
害
が
甚
大
な
箇
所
及
び
二
次
被
害

の
危
険
性
が
高
い
所
か
ら
優
先
的
に

事
業
を
推
進
す
る
事
、
財
政
に
関
し

て
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て

持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
取
り
組
む

等
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
質
疑
を
踏
ま
え
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
他
の
事
件
も
含
め
、

す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
長　
山
元　
経
穂

《
民
生
都
市
建
設
委
員
会
》

９
月
６
日
・
14
日

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
５
議
案

に
つ
い
て
、
２
日
間
に
わ
た
り
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
議
案
第
64
号
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
に
係
る
保
険
料
の
軽
減
特
例
の
見

直
し
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

改
修
経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
、
軽

減
特
例
の
見
直
し
の
内
容
に
つ
い
て

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
案
65
号
は
、
こ
の
た
び

の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
、
重
度
障
害

者
医
療
制
度
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
制
度
に
お
い
て
、
災
害
の
被
災

者
に
つ
い
て
は
所
得
要
件
を
撤
廃
す

る
こ
と
と
す
る
措
置
を
講
じ
る
も
の

で
あ
り
、
委
員
か
ら
、
対
象
者
数
の

把
握
と
、
対
象
者
に
対
す
る
制
度
の

周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
理
事
者
側
よ
り
、

対
象
者
は
数
名
の
見
込
み
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
周
知
に
つ
い
て
は
罹
災

証
明
等
を
活
用
し
、
徹
底
を
図
る
と

の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
以
上
の
審
査
の
結
果
、
議
案
62
号
、

議
案
第
64
号
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

で
、
議
案
63
号
、
議
案
65
号
、
議
案

67
号
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
原
案

可
決
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

副
委
員
長　
竹
橋　
和
彦

議案番号 議案名 議案の概要 付　託
委員会

委員会
採　決

報告
第 7号

平成29年度決算に基
づく健全化判断比率
及び資金不足比率に
ついて

平成 29 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金
不足比率について，議会に報告するもの

報告
第 8号

平成30年度竹原市一
般会計予算の補正に
ついて

平成 30年 7月豪雨により本市で発生した災害に対
応するために行った補正予算の専決処分について，
議会に報告するもの

省略

報告
第 9号

平成30年度竹原市水
道事業会計予算の補
正について

平成 30年 7月豪雨により本市で発生した災害に対
応するために行った補正予算の専決処分について，
議会に報告するもの

省略

議案
第 54号

人権擁護委員の推薦
につき議会の意見を
求めることについて

人権擁護委員中�土田�勇�委員は，平成30年12月31
日をもって任期満了につき，その後任委員として�
加藤洋孝氏を推薦しようとするもの

省略

議案
第 55号

人権擁護委員の推薦
につき議会の意見を
求めることについて

人権擁護委員中�坂本�忠明�委員は，平成 30 年 12 月
31 日をもって任期満了につき，その後任委員として�
同氏を推薦しようとするもの

省略

議案
第 56号

竹原市職員の給与に
関する条例の一部を
改正する条例案

災害応急対策又は災害復興等のために，他の地方公
共団体から派遣された職員に対し，災害派遣手当を�
支給するもの

総務 原案
可決

「総務」は総務文教委員会

たけはら市議会だより第 94号（�5�）� 2018（平成 30）年 11 月



平成30年 第3回 定例会 本会議における採決の結果

　
本
市
の
水
道
事
業
は
、
安
全
・

安
心
な
水
の
供
給
を
責
務
と
し
、

自
己
水
源
の
安
定
確
保
に
よ
る
計

画
的
な
水
の
供
給
に
努
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
更
に
こ
れ

ら
を
推
進
し
て
い
く
為
に
は
、
技

術
職
員
の
確
保
・
育
成
並
び
に
技

術
の
継
承
に
注
力
し
、
計
画
的
・

継
続
的
な
施
設
整
備
の
促
進
を
図

り
、
市
民
に
安
全
で
安
心
な
水
を

供
給
で
き
る
よ
う
要
望
し
私
の
賛

成
討
論
と
し
ま
す
。�

北
元　
豊

　
固
定
資
産
税
増
の
主
な
理
由
は
、

市
内
企
業
の
設
備
投
資
の
影
響
が

大
き
い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
社
会
保
障
関
連
費
は
34
億

円
超
で
あ
る
が
、
こ
の
分
野
で
の

雇
用
や
設
備
投
資
を
拡
大
し
て
い

る
と
考
え
ま
す
。

　
私
は
竹
原
市
の
経
済
、
と
り
わ

け
雇
用
や
消
費
の
拡
大
と
い
う
観

点
か
ら
見
て
も
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
と
考
え
、
本
案
に
賛
成

し
ま
す
。�

脇
本
茂
紀

　
私
は
２
０
１
６
年
10
月
実
施
の

水
道
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
は
、

従
量
制
料
金
体
系
の
導
入
で
市
民

の
貧
困
を
拡
大
さ
せ
る
も
の
で
容

認
で
き
ま
せ
ん
。

　
水
道
料
金
滞
納
者
に
対
す
る
給

水
停
止
の
解
除
及
び
県
用
水
受
水

計
画
の
縮
小
・
廃
止
の
交
渉
を
強

く
求
め
ま
す
。�

松
本　
進

　
私
は
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る

市
税
・
各
保
険
料
等
の
軽
減
措
置

の
実
施
、
義
務
教
育
課
程
に
お
け

る
保
護
者
負
担
の
解
消
、
教
員
・

市
職
員
の
勤
務
環
境
改
善
を
求
め

る
と
共
に
、
公
共
事
業
の
あ
り
方

を
抜
本
的
に
見
直
し
、
市
内
業
者

の
仕
事
の
確
保
に
繋
げ
、
市
民
の

命
と
安
全
・
生
活
・
教
育
環
境
の

整
備
を
最
優
先
に
実
行
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
ま
す
。�

松
本　
進

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

本
会
議
で
の
主
な
討
論

●
議
案
第
59
号

●
議
案
第
60
号

議案
番号

今
田
佳
男

竹
橋
和
彦

山
元
経
穂

高
重
洋
介

堀
越
賢
二

川
本

　円

井
上
美
津
子

大
川
弘
雄

道
法
知
江

宮
原
忠
行

北
元

　豊

宇
野
武
則

松
本

　進

脇
本
茂
紀

採
決
の

結

　果

報告第 8号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案承認

報告第 9号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案承認

議案第 54号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第 55号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第 56号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第 57号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第 58号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第 59号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 × 〇 原案認定

議案第 60号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 × 〇 原案認定

議案第 61号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第 62号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 × 〇 原案可決

議案第 63号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第 64号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 × 〇 原案可決

議案第 65号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第 66号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第 67号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議案第 68号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対
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質
問  

①
市
は
、
Ｊ
Ａ
Ｂ
協
同

組
合
の
安
定
型
産
廃
場
計
画
を

市
民
や
議
会
へ
知
ら
せ
な
い
の

は
な
ぜ
。
②
業
者
は
産
廃
場
の

受
入
品
目
は
「
雨
水
等
に
よ
り

腐
敗
、
変
質
し
な
い
廃
棄
物
」

と
の
説
明
だ
が
、
旧
上
三
永
産

廃
場
の
ガ
ス
抜
き
や
産
廃
場
直

下
の
排
水
が
悪
臭
、
泡
や
濁
る

の
は
な
ぜ
。
③
旧
産
廃
場
問
題

で
竹
原
市
議
会
の
調
査
結
果
は
、

受
入
品
目
の
限
定
、
有
害
物
質

の
混
入
の
チ
ェ
ッ
ク
監
視
等
は

不
可
能
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

市
が
監
視
を
可
能
と
す
る
根
拠

は
。
④
竹
原
市
環
境
基
本
条
例

は
、
旧
産
廃
場
問
題
な
ど
水
道

水
源
の
汚
染
が
危
惧
さ
れ
る
度

に
住
民
の
反
対
運
動
や
市
議
会

の
議
論
が
さ
れ
た
中
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
市
長
は
こ
の
条
例
を

ど
う
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

①
計
画
が
準
備
段

階
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
情

報
提
供
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
広
島
県
や
三
原
市
等
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
情
報
収
集

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
②

「
ガ
ス
抜
き
」
と
さ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
広
島
県
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
有
害
ガ
ス
等
の
発
生
を
理

由
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
は
あ

質
問  

７
月
豪
雨
に
よ
り
、
本

市
が
さ
ま
ざ
ま
に
実
感
し
経
験

し
た
事
を
、
今
後
の
防
災
・
減

災
対
策
に
ど
の
様
に
活
か
し
て

い
く
か
お
伺
い
致
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

ま
ず
、
職
員
が
今

回
の
災
害
で
得
た
経
験
を
今
後

に
活
か
し
、
加
え
て
災
害
時
に

迅
速
な
対
応
が
行
え
る
よ
う
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
等
を

行
い
、
災
害
対
策
本
部
機
能
強

化
等
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
防
災
意
識
の

向
上
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
と
い
う
自
助
の

意
識
の
醸
成
、
そ
し
て
日
頃
か

ら
災
害
へ
備
え
る
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
啓
発
し
て
参
り
ま

す
。

　
被
災
後
の
復
旧
・
復
興
工
事

に
つ
い
て
は
緊
急
性
の
高
い
箇

所
か
ら
順
次
実
施
し
て
お
り
、

本
格
的
な
工
事
に
つ
い
て
は
、

国
が
実
施
す
る
災
害
査
定
後
、

洪
水
の
起
こ
り
に
く
い
11
月
以

降
に
県
と
連
携
し
な
が
ら
着
実

に
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ
り

ま
す
。

質
問  

被
災
後
に
本
市
財
政
、

経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

お
伺
い
致
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

激
甚
災
害
の
指
定

等
に
よ
り
、
国
・
県
か
ら
の
補

助
金
等
の
補
助
率
の
か
さ
上
げ

山
やまもと

元　経
つ ね お

穂 ● 防災熟考　ー平成30年7月豪雨からー
動 画

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
該
施
設

か
ら
の
排
水
及
び
悪
臭
等
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
地

域
か
ら
は
情
報
提
供
を
受
け
て

お
り
ま
せ
ん
。
③
許
可
権
限
を

持
つ
広
島
県
が
環
境
省
の
基
準

に
基
づ
き
、
立
ち
入
り
や
水
質

検
査
を
定
期
的
に
行
い
ま
す
。

④
大
乗
地
区
で
の
計
画
等
の
問

題
を
契
機
と
し
、
市
民
の
環
境

問
題
に
関
す
る
意
識
の
高
ま
り

を
受
け
、
環
境
の
保
全
に
関
す

る
施
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

質
問  

①
西
日
本
豪
雨
で
本
川

全
流
域
の
浸
水
面
積
・
住
宅
浸

水
被
害
は
。
②
本
川(

住
吉
橋

～
扇
橋)

の
土
砂
浚
渫
状
況
と

本
川
拡
幅
計
画
・
最
狭
小
河
川

(

番
屋
橋
～
上
流
約
１
５
０
㍍)

の
工
事
の
状
況
は
。

答
弁 

市
長 
①
浸
水
面
積
に
つ

い
て
は
、
約
26
万
㎡
、
床
上
浸

水
約
１
５
０
件
、
床
下
浸
水
約

２
７
０
件
と
把
握
し
て
い
ま
す
。

②
「
二
級
河
川
本
川
水
系
河
川

整
備
計
画
」
を
平
成
18
年
度
に

策
定
し
て
お
り
ま
す
。
お
お
む

ね
30
年
の
間
に
高
潮
対
策
と
し

て
防
潮
水
門
等
整
備
、
洪
水
対

策
と
し
て
本
川
橋
か
ら
上
流
約

１
・
６
㎞
の
区
間
に
お
い
て
、

河
道
拡
幅
や
河
床
掘
削
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

等
で
一
般
財
源
か
ら
の
持
ち
出

し
が
極
力
抑
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
後
も
災
害
復
旧
費
等
が
必
要

と
さ
れ
、
本
市
の
財
政
状
況
に

長
期
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　
本
市
経
済
へ
の
影
響
に
関
し

て
は
、
広
範
に
渡
っ
て
お
り
、

本
市
独
自
の
施
策
と
併
せ
て
国

・
県
等
の
支
援
事
業
の
実
施
な

ど
早
期
復
旧
・
復
興
に
向
け
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

質
問  

本
市
に
甚
大
な
被
害
を

齎
し
た
７
月
豪
雨
の
継
承
に
つ

い
て
お
伺
い
致
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

被
害
の
経
験
と
知

恵
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
事
は
、

市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
、
将

来
の
災
害
対
応
に
役
立
て
る
た

め
、
と
て
も
大
切
な
事
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
か
ら
、
人
的
被

害
が
発
生
し
た
場
所
を
は
じ
め
、

被
災
直
後
の
写
真
等
を
「
未
来

へ
の
道
し
る
べ
」
と
な
る
よ
う

記
録
し
保
存
す
る
取
組
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
今
回
の
災
害
で
得

ら
れ
た
教
訓
は
、
防
災
教
育
等

を
通
じ
て
後
世
へ
引
き
継
い
で

い
き
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ

● 市民の飲み水を汚染源(安定型産廃場)から守る行政 
姿勢について

●気象災害の減災・予防と竹原市行政について 動 画
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継
続
す
る
こ
と
、
ま
た
実
施
体

制
等
に
つ
い
て
は
現
状
等
を
踏

ま
え
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

②
関
係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
具
体
的
な
検
討
を
進
め
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
、
公
民
館

が
地
域
の
新
し
い
活
動
拠
点
で

あ
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
移
行
で

き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

③
連
携
面
な
ど
の
課
題
も
考
慮

し
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
と
す

る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

④
住
民
、
地
域
の
団
体
、
行
政

等
が
互
い
に
連
携
し
お
互
い
の

得
意
分
野
を
活
か
し
な
が
ら
、

地
域
に
根
付
い
た
活
動
に
参
加

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り

ま
す
。

質
問  

①
竹
原
市
環
境
基
本
計

画
の
見
直
し
に
つ
い
て

②
条
例
第
１
条
の
目
的
の
認
識

に
つ
い
て

③
市
外
施
設
か
ら
の
環
境
問
題

に
つ
い
て
の
認
識
と
対
応
に
つ

い
て

答
弁 
市
長 

①
水
質
及
び
大
気

の
計
測
値
が
一
定
の
時
点
に
お

い
て
基
準
値
以
下
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
計
画
の
見
直
し

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

②
条
例
の
根
幹
で
も
あ
り
、
こ

れ
を
踏
ま
え
て
、
行
政
と
し
て

積
極
的
に
環
境
の
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
本
市
の
条
例
に
基
づ
く
規
制

等
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
環
境
上
明
ら
か
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
事
実
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
条
例

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
県
及
び
関

係
市
町
と
連
携
し
て
必
要
な
対

応
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問  

①
セ
ン
タ
ー
化
に
対
し

て
の
質
問
等
に
つ
い
て

②
運
営
方
法
に
つ
い
て

③
市
の
窓
口
に
つ
い
て

④
行
政
と
し
て
の
関
わ
り
で
何

が
大
切
と
考
え
ま
す
か

答
弁 

市
長 

①
公
民
館
で
実
施

し
て
い
る
取
組
は
基
本
的
に
は

質
問  

避
難
所
設
置
に
対
す
る

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

指
定
避
難
所
に
つ

い
て
は
、
避
難
者
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
必
要
な
規
模
・
構
造

・
設
備
を
持
つ
公
共
施
設
な
ど

か
ら
災
害
の
種
別
ご
と
に
選
定

し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
豪

雨
で
は
浸
水
し
た
指
定
避
難
所

が
あ
っ
た
こ
と
や
今
後
土
砂
災

害
の
際
に
避
難
が
困
難
と
な
る

恐
れ
の
あ
る
指
定
避
難
所
が
あ

る
な
ど
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
民
間
施
設
を
避

難
所
利
用
す
る
た
め
の
協
定
の

締
結
や
指
定
避
難
所
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
指
定
避
難
所
だ
け

で
な
く
近
隣
の
安
全
な
場
所
等

へ
の
避
難
な
ど
、
災
害
時
に
住

民
が
取
る
べ
き
避
難
行
動
に
つ

い
て
も
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

現
在
の
河
川
の
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

７
月
の
豪
雨
災
害

で
は
、
賀
茂
川
や
本
川
な
ど
多

く
の
河
川
が
氾
濫
し
、
護
岸
の

崩
壊
、
大
量
の
土
砂
や
流
木
の

堆
積
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

二
次
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所

に
つ
い
て
は
、
応
急
復
旧
工
事

と
し
て
、
大
型
土
嚢
に
よ
る
護

岸
の
仮
復
旧
や
堆
積
し
た
流
木

の
撤
去
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
未
着
手
の
賀

茂
川
な
ど
の
浚
渫
に
つ
い
て
も

早
急
に
実
施
す
る
よ
う
県
に
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
管
理
し
て
い
る

河
川
に
お
い
て
は
、
埋
塞
し
た

土
砂
の
撤
去
や
、
橋
梁
部
分
の

流
木
の
撤
去
な
ど
、
緊
急
性
の

高
い
所
か
ら
順
次
、
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

堀
ほりこし

越　賢
け ん じ

二
●竹原市環境基本条例について
●知の循環型社会の構築について 動 画

井
いのうえ

上 美
み つ こ

津子 ●7月豪雨災害の対応について
動 画
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質
問  

２
０
０
７
年
、
竹
原
市

の
環
境
の
課
題
と
し
て
、
ハ
チ

沖
の
藻
場
造
成
事
業
や
大
乗
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
事

業
が
計
画
さ
れ
、
竹
原
市
議
会

12
月
定
例
会
は
、
こ
れ
ら
の
事

業
に
反
対
す
る
意
見
書
を
採
択

し
、
２
つ
の
事
業
は
断
念
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
経
過
を
受
け
て
竹
原
市

環
境
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
、

条
例
は
第
11
条
で
「
環
境
に
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事

業
者
が
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
」
第
12

条
で
「
環
境
の
保
全
上
の
支
障

を
防
止
す
る
た
め
、
公
害
の
原

因
と
な
る
行
為
、
自
然
環
境
の

適
正
な
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
行
為
、
人
の
健

康
又
は
生
活
環
境
に
支
障
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
に
つ

い
て
必
要
な
規
制
の
措
置
を
講

じ
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
が
、

本
郷
南
方
最
終
処
分
場
建
設
計

画
に
対
し
て
、
こ
の
下
流
域
に

存
在
し
、
河
川
や
海
の
環
境
や

水
道
水
源
に
影
響
を
受
け
る
お

そ
れ
の
あ
る
本
市
の
取
組
、
規

制
の
措
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長 

第
11
条
の
環
境
の

事
前
配
慮
は
、
公
害
の
防
止
や

自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
上
で

重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
個
別
具

質
問  

①
本
市
が
発
令
し
た
避

難
情
報

②
避
難
情
報
の
伝
達
方
法

③
避
難
所
の
開
設

④
避
難
の
行
動
実
態

⑤
避
難
行
動
に
結
び
付
け
る
た

め
に
は

答
弁 

市
長 

①
７
月
６
日
午
後
３
時
に
「
避

難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

」
、
午
後
５
時
50
分
に
避
難
の

開
始
を
促
す
「
避
難
勧
告
」
、

午
後
９
時
に
安
全
な
場
所
へ
の

避
難
行
動
を
求
め
る
「
避
難
指

示
」
を
発
令
い
た
し
ま
し
た
。

②
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
・
告
知
放

送
端
末
か
ら
の
放
送
、
防
災
メ

ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
送

信
、
消
防
団
・
消
防
署
の
車
両

に
よ
る
巡
回
広
報
や
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
活
用
し
て
行
っ
て

お
り
ま
す
。

③
災
害
発
生
時
に
ス
ム
ー
ズ
に

避
難
所
を
開
設
で
き
る
よ
う
事

前
に
地
域
団
体
に
鍵
を
預
け
て

お
き
、
解
錠
し
て
も
ら
う
と
い

っ
た
取
組
や
地
域
住
民
に
よ
る

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て
も
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
各
市
町
が
発
令
し
た
避
難
情

報
が
、
避
難
行
動
に
結
び
つ
い

て
い
な
い
と
、
大
き
く
報
道
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

体
的
な
法
律
に
基
づ
く
実
施
と

な
り
ま
す
。

　
第
12
条
は
環
境
保
全
の
た
め

の
規
制
が
必
要
な
場
合
、
市
は

関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正
な
処

置
を
講
じ
る
と
し
た
も
の
で
す
。

今
回
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
は
「
廃
棄
物

処
理
法
」
に
そ
の
許
可
の
基
準

や
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

広
島
県
が
そ
の
手
続
き
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
本
市
は
生
活
環
境
の

保
全
上
の
見
地
か
ら
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
と
な
り
、
県
が

許
可
申
請
を
業
者
か
ら
受
け
関

係
地
域
に
事
業
計
画
の
縦
覧
を

行
っ
た
後
、
計
画
に
対
す
る
関

係
住
民
か
ら
の
生
活
環
境
保
全

上
の
意
見
が
聴
取
さ
れ
る
時
に

あ
わ
せ
て
市
と
し
て
の
意
見
を

述
べ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
時
に
は
、
当
然
市
の
基

本
条
例
の
こ
と
、
ま
た
、
住
民

の
中
に
ま
だ
ま
だ
不
安
が
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
検

討
し
て
意
見
を
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
指
定
避
難
場
所
だ
け
で
な
く

近
隣
の
安
全
な
場
所
な
ど
へ
の

避
難
も
避
難
行
動
の
一
つ
で
あ

る
と
、
周
知
し
て
い
く
と
と
も

に
、
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い

避
難
情
報
の
伝
達
を
行
い
、
早

め
の
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

復
旧
・
復
興
に
向
け
て

の
ビ
ジ
ョ
ン

答
弁 

市
長 

　
こ
の
度
の
豪
雨
災
害
に
お
い

て
は
、
４
名
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
る
と
い
う
人
的
被
害
の
ほ
か
、

道
路
や
河
川
の
被
害
や
土
砂
、

が
け
崩
れ
な
ど
の
物
的
な
被
害

を
多
く
受
け
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
復
旧
・
復
興

事
業
は
多
岐
に
わ
た
り
、
多
く

の
予
算
や
人
的
資
源
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
事
業
の
順
位
付

け
な
ど
を
適
正
に
行
い
な
が
ら
、

効
率
的
・
効
果
的
に
進
め
、
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
おおかわ

川　弘
ひ ろ お

雄 ●防災対策の実情（西日本豪雨）
●復旧・復興に向けたまちづくり 動 画

脇
わきもと

本　茂
し げ き

紀 ● 竹原市環境基本条例と 
本郷南方最終処分場建設問題について 動 画
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平成 31年度　　2023年度　　2024年度　　2028年度
（2019年度）

第６次竹原市総合計画

基本
構想

基本計画

10年間

５年間 ５年間

　８月２９日　議会運営委員会
　　　　　　　公共施設ゾーン調査特別委員会
　９月　４日　第３回定例議会（～９月２７日）
　　　　　　　議会運営委員会（会期中）
　９月　５日　総務文教委員会
　９月　６日　民生都市建設委員会
　９月　７日　決算特別委員会
　９月１０日　本会議　一般質問（～９月１１日）
　９月１３日　総務文教委員会
　９月１４日　民生都市建設委員会

議 会 の う ご き
　９月１８日　議会運営委員会（会期中）
　９月１９日　決算特別委員会（～２５日）
　９月２５日　全員協議会
　９月２６日　議会運営委員会（会期中）
　９月２７日　代表者会議
１０月　４日　宮城県村田町議会来市
１０月　９日　広島県市議会議長会臨時会
１０月２５日　 広島中央環境衛生組合議会全員協議会・臨時会
１０月３１日　福岡県刈田町議会来市

※この間、議会だより編集委員会は4回開催しました。

… 竹原市総合計画基本構想 …第６次

平成30年9月25日全員協議会において、第6次総合計画基本構想の素案の説明を受けました。
●計画策定の趣旨
　本市において、現在の第５次総合計画の計画期間は平成30年度までとなっております。今まで
各種の施策・事業を推進してきた中、さらに進行するであろう少子高齢化や生産年齢人口の減少
による地域活力の低下など、さまざまな課題に対して、本市の未来創造に向け、まちづくりの方
針を明らかにする方針として新しい第６次竹原市総合計画が策定されるものです。

●計画の構成と期間

●まちづくりの基本理念

　議員からは、人口減少・流出問題に対して、歯止めをかけることが一番のポイントになってくる
のではないか、市長の公約でもある「シティプロモーション」をはじめとする施策をどう展開する
のかをよく考えてもらいたい等の意見がありました。また、執行部からは、人口減少基調にあるこ
とを充分に踏まえて人口規模に応じた行財政運営を行っていくとのことでした。
　今後においても市民一人ひとりが、竹原市が策定しようとしている次期総合計画にまず興味をも
ち、自分たちのまちの将来をどうしたいか考え、積極的に参画することが大切ではないでしょうか。

「生まれて良かった、住んで良かった、
　　　　　帰ってきたい、住んでみたい」

と思える元気な竹原市の実現　

　本市が、「誇りと愛着を持てるまち」、「個性的で魅力あるまち」を目指し、急速な少子・高
齢化と本格的な人口減少が進行する中でも、持続可能な都市となるよう、人や地域資源など“本
市の財産”を最大限に活かして、まちの個性や魅力の創出を図ることを基本的視点とし、ま
ちづくりに取り組むこととされています。

まとめ

●まちづくりの基本理念

たけはら市議会だより2018（平成 30）年 11 月� 第 94 号（�10�）



●平成30年度～平成31年度のスケジュール
平成30年度 平成31年度

上半期（4～9月） 下半期（10～3月）上半期（4～9月） 下半期（10～3月）
図 書 館 仮 移 転
旧 法 務 局 改 修 工 事
水道課・下水道課移転 9/18
社 会 福 祉 課 仮 移 転 9/25
人権センター３階改修
児 童 館 仮 移 転 8/1
福 祉 会 館 の 解 体 設 計
福 祉 会 館 の 解 体 撤 去
（ 仮 称 ） ま ち お こ し セ ン タ ー 設 計
（仮称）まちおこしセンター建設工事
新 庁 舎 改 修 構 想
新 庁 舎 改 修 設 計

4/3業務開始済

公共施設ゾーン調査特別委員会の中間報告を行いました
平成30年9月27日　委員長　脇本　茂紀

　本委員会は、平成24年3月定例会において設置された庁舎問題調査特別委員会を引き継ぎ、平
成26年12月定例会において設置され、本市の中心地にある市庁舎をはじめ、市民館、福祉会館
及び図書館等の施設の老朽化、耐震強度の不足、ユニバーサルデザインへの対応等の課題を解消
すべく公共施設の在り方について調査研究を行ってまいりました。
　これまでに委員会を12回開催し、市当局から公共施設ゾーン整備基本計画に基づく事業進捗と
して、庁舎移転先の所有者の一つである竹原商工会議所との具体的な交渉経過やそれに伴う市施
設の関連移転事業スキーム、中心市街地地区都市再生整備計画に基づく交付金も含めた総事業費
概算が示される中、議論を展開してまいりました。
　公共施設ゾーン整備事業は多額の費用を伴う事業であり、市の財政にも非常に大きく影響を及
ぼすこと、市民の関心度も非常に高いこと、そして何よりも公共施設移転は、これからの竹原市
の将来を見据えた集約的都市再生整備計画事業であるとともに、今後の市民の新たな防災拠点を
も形成することから、これからの「安心・安全なまちづくり」の観点からしても、議会として、
しっかりと監視のうえ提言を行っていく必要があります。
　当委員会は、本年11月22日で議員の任期満了とともに消滅することとなりますが、これから
が骨格となる事業への取組となり、議会の議決も含め、様々な局面において議論が必要となりま
す。したがって新たな議会体制のもとで、引き続き議員各位の賛同のもと当委員会を引き継ぎ、
さらに充実した議論を展開していたただくようお願い申し上げ委員長報告といたします。

●（仮称）まちおこしセンターの整備基本構想（福祉会館跡地に建設予定）
⑴�背景及び趣旨 活力ある市の実現に向けた産業振興施策の推進

⑵�課題及び取組の方向性 創業支援の強化・中小企業支援の強化・人材確保や育成支援の強化・官民の連携強化

⑶�整備方針 事業者や創業者を志す者が必要な時に必要な情報や施策を総合的に
収集利用できる機能を備えた拠点施設

⑷�運営体制 官民の連携強化を図るため、竹原商工会議所と綿密に連携し、多様な
ニーズに応じた適切かつ迅速な支援を提供できる体制

※平成30年8月29日の委員会で報告された内容です。　　
　委員会としては、産業振興施策と（仮称）まちおこしセンターとの関係や必要性、官民連携に
おける役割内容や責任の所在、竹原商工会議所との覚書に基づく進捗状況について説明を求める
とともに、これまでの竹原商工会議所移転方針の移り変わりや指定管理と市の機能移転の関係・
広島県との交渉も含めた事業全体の迅速な取組の必要性等を指摘しました。
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市
内
の
商
業
施
設
に
仮
移
転
し
た
、

「
市
立
竹
原
書
院
図
書
館
」
で
館
長
の

塚
本
さ
ん
に
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
駐
車
場
が
近
く
利
用
し
や
す
く
な
り
、

商
業
施
設
へ
買
い
物
に
来
ら
れ
た
方
が

気
軽
に
来
館
さ
れ
て
い
ま
す
。
休
日
は

２
０
０
人
を
超
え
る
方
が
利
用
さ
れ
て

お
り
、
新
規
に
貸
出
カ
ー
ド
を
作
成
さ

れ
る
方
も
増
え
て
、
貸
出
冊
数
も
以
前

に
比
べ
て
２
割
程
度
増
加
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
一
方
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
き

の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
職
員
さ
ん
は
、
書
庫
の
整
理
、
わ
か

た
け
号
で
の
巡
回
な
ど
も
あ
り
忙
し
そ

う
で
す
が
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
図
書
館

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
が
良
く
分
か
り
ま
し
た
。今

田　
佳
男

４
年
間
の
活
動
を
報
告
書
に

　
私
た
ち
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
は
、
こ
の

４
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
手
に
取
っ
て
読

ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で
「
市
民
と

議
会
」
を
編
集
し
て
き
ま
し
た
。

　
定
例
会
で
の
議
案
の
審
議
や
採
決
状
況
、

委
員
会
活
動
だ
け
で
な
く
、
地
域
へ
出
か
け

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
の
特
集
を
掲
載
す

る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
頂
く
よ
う
議
会
の
広
報
紙
と
し
て

充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
限
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
の
中
で
伝

え
た
い
情
報
を
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
表
現

・
編
集
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
す
る
と
共
に
、
議
員
の
仕
事
が
わ

か
ら
な
い
、
議
員
が
出
向
い
て
市
の
取
組
を

説
明
し
て
欲
し
い
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
あ

り
、
広
聴
の
必
要
性
・
重
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
含
め
た
４
年
間
の
活
動

を
報
告
書
に
盛
り
込
み
、
今
後
の
活
動
の
方

向
性
を
示
し
て
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
私
た
ち
編
集
委
員
も
精
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
「
市
民
と
議
会
」
の
ご
愛
読

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。井

上　
美
津
子
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くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

編
集
後
記

「
本
」
を
よ
り

　
　
　身
近
な
存
在
に
　

▲�「お父さん、これ
何て読むの？」

▲�市内各地を巡回する�
　「わかたけ号」みんな待ってます

▲�館内はゆったりと静かな空間、まるで街中の「オアシス」のよう

たけはら市議会だより2018（平成 30）年 11 月� 第 94 号（�12�）




